






要約:制度化以降,静岡県下において HBV 母子感染予防を行い,生後 2 年以上 3 年目まで追

跡した例を対象として,HBV の一過性感染成立の有無を知る目的で経過中の HBc 抗体価を

測定した.

その結果,保存血清を同時測定し得た 150 例中 26 例(17.3%)に HBc 抗体の陽転(HBV の一過

性感染成立)が認められた.なお,一過性感染の成立をみた群では経過中の HBs 抗体価が

22PHA 価以下,23PHA 価以下に低下した既往を有する例がそれぞれ 38.5%,65.4%と,一過性

感染の成立をみなかった対象群のそれぞれ 18.5%,37.9%に比して高い比率を占める点が注

目された.

以上の結果は HBV 母子感染予防を行う場合,生後 3 年目までを目安として 23 ないし 24PHA

価以上の高い HBs 抗体価を維持する必要があることを示していると考えられた.


